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公立推薦・特色選抜・多部制など 入試結果 

２月は、１０日（火）と１１日（祝）に私学入試、１４日（土）と１５日（日）に公立の推薦・特色入試があり

ました。３年生は、２学期の後半から３学期は進路一色の毎日になってしまうのですが、特に、今年度は、公立高

校の学区拡大による入試の１年目ですから、例年以上に不安になったりプレッシャーを感じた人が多かったのでは

ないでしょうか。 

中学校としても、これまでに受検させたことのない市外の高校については、学校の校風や雰囲気、特色、入試の

情報などがつかみにくかったのは事実ですし、いろいろな調査資料やデータを集めても、やはり入試が終わってみ

ないとわからないことが多かった、というのが実感です。入試制度が変わる時は、いろいろなことがわかるのに、

数年かかるものですが、今回もそうなるのだろうと思っています。 

２月入試については、予想を上回るたくさんの市外の生徒が尼崎市内にある高校を受検しました。その傾向は、

３月の一般入試でも同じです。逆に、尼崎市内の生徒は、２月入試も３月入試も市外の生徒のようには他市の高校

を受検しようとしませんでした。その結果、尼崎市内の高校の競争率が高くなるという現象が起こりました。これ

は、尼崎市は市内の高校に進みたいという生徒の比率が他市より高いのかもしれないということ、尼崎市内の高校

の多くが交通の便がいい場所や市境に近い場所にあるということ、尼崎市内には近隣の他市にない専門学科を設置

している高校があるということなどが理由として考えられます。 

また、本校だけでなく、市内全体に同じ傾向があったのですが、尼崎市内の

生徒は進路調査が行われるごとに公立高校への希望者が減っていきました。県

教委による調査は、６月・９月・１１月と３回ありました。各学校では、１学

期末と２学期末に個人懇談会に向けた進路希望調査を取りました。そして、そ

の結果を尼崎市全体で集約したり、第２学区全体で情報交換をしたりもしまし

た。そのような調査を振り返ってみますと、例年より早い時期に公立高校から

私学や定時制や通信制に第１希望を変更した生徒が多かったように思えます。

言い換えれば、早い時期に、公立受検をあきらめた生徒が多かったのではない

か、ということです。 

３月の一般入試は、卒業式の翌日の３月１２日（木）に行われ、３月１９日（木）に合格発表があります。さら

に、３月２６日（木）には定時制の再募集の入試があります（出願は３月２０～２３日、志願変更は２４～２５日、

合格発表は２７日）。この時点まで、最終的な集約はできませんが、２月の公立推薦・特色入試までの本校の入試結

果のまとめをお知らせしておきます。 

公立推薦は７６％、特色選抜は５０％の合格率 

公立推薦入試は、本校から３７名が受検し、２８名が合格（７６％の合格率）、公立特色選抜入試は１４名が受検

して７名が合格（５０％の合格率）、多部制は４名が受検して３名が合格（７５％の合格率）という結果でした。 

公立推薦入試は、学力検査を実施する学校もありますが、入試の内容が面接や作文・小論文や実技検査など、中

学校の時の成績や実力テストだけでは合否が予想しにくい学校・学科が多いので、合格率の高い低いだけで良し悪

しを判断することはできません。しかし、昨年までよりきびしい競争率になっているのは事実ですから、そのよう

な状況で、受検した生徒の約４分の３が合格したということは、生徒達が良く努力した結果だと思います。 

高校（学科）ごとの入試結果（受検校と合格者／受検者）は次の通りです。 

公立推薦・コース 

尼崎稲園（単位）１／２  県西宮（単位）２／３  県芦屋（単位）３／４ 

尼崎小田（ｻｲｴﾝｽﾘｻｰﾁ）２／３  尼崎小田（国際探求）０／１  西宮東（人文社会）１／１ 

宝塚北（演劇）２／２  武庫荘総（総合）７／１０  西宮今津（総合）２／２ 

県尼崎（教育と絆）３／４  市尼崎（体育）１／１  県尼崎工２／２（機械） 

尼崎双星（ものづくり機械）１／１  市科学技術（都市工学）１／１ 

公立特色選抜 

尼崎北１／１  尼崎小田４／４  尼崎西２／８ 

県西宮南０／１ 

多部制 

西宮香風２（１部０／１・２部１／１・３部１／１）阪神昆陽１（３部１／１） 

特別支援学校 

阪神特別支援（分教室）２／２ 

私学入試結果 

私学入試はほぼ全員合格 
私学入試は、専願と併願を合わせて、本校から１０４名が受験し、今のところ、ほぼ全員が合格しています。私

学は、ほとんどの学校が２学期までの成績にもとづいて教育相談を行ってもらえますので、相談の結果に沿った受

験をし、持っている力が発揮できれば、ほとんどの高校は合格できます。現時点での関西圏以外の他府県私学も含

めた私学の入試結果をお知らせしておきます（受験校と専願・併願別の合格者／受験者）。 

【共学校】上宮（併１／１） 大阪青陵（併１／１） 大阪学芸（専１／１） 仁川学院（併６／６） 

大阪（併２０／２０） 大阪学院大（併２／２） 大商学園（併１／１） 神戸龍谷（併２／２） 

神港学園神港（併２／２） 昇陽（専１／１・併１２／１２） 星翔（併３／３） 神戸第一（併２／２） 

【男子校】清風（併１／１） 報徳学園（併６／６） 

【女子校】親和女子（併１／１） 樟蔭（専１／１） 明浄学院（専１／１） 大阪成蹊女子（併１／１） 

園田学園（併７／７） 甲子園学院（併４／４） 好文学園女子（専１／２・併２３／２３） 

【関西圏以外】高知中央（専１／１） 高松中央（専１／１） 鳥取城北（専１／１） 

（文責:校長 福井 隆夫） 
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